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  審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、mGS細胞における分化能の特徴をプロテオームの発現パターンを調べることを目

的とし、GS、mGS及びES細胞におけるプロテオームを二次元電気泳動法によりそれぞれ比較

した。その結果、26個の発現パターンが違うタンパク群が検出され、このうち25個につい

てはmGSとESにおける発現レベルが非常によく似ていた。またそれぞれのタンパクをMS解析

により同定した結果、遺伝子機能は様々な分類に分かれていることがわかった。変動タン

パクについて多分化能をもつEG細胞及びEC細胞についても調べると発現パターンはGSより

もmGSやESでのパターンと似ていることがわかった。ES細胞同様な生物学的な特徴（未分化、

多能性維持）を示すmGS細胞の特性はタンパク分子レベルの面から観察してもESと似ている

ことが示唆された。本結果はES様mGSにおけるプロテオームを初めて報告したものであり、

明らかに生殖細胞生物学や幹細胞生物学における学術の水準を高めたものと認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


